
求
め
ら
れ
る

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
活
動

半
世
紀
前
の
11
月
、

ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ

が
凶
弾
に
倒
れ
た
。
彼

は
大
統
領
就
任
演
説
の

中
で
「
国
が
あ
な
た
の
た
め
に
何

を
し
て
く
れ
る
か
で
は
な
く
、
あ

な
た
が
国
の
た
め
に
何
が
で
き
る

か
を
考
え
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
」
と
語
り
か
け
た
。
国
家
が

国
民
に
対
す
る
責
務
を
放
棄
し
た

言
葉
で
は
決
し
て
な
い
。
国
民
が

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
シ
チ
ズ
ン
（
社
会

に
積
極
的
に
参
加
す
る
市
民
）
で

あ
る
必
要
を
説
い
た
の
だ
▼
そ
し

て
現
代
日
本
、
少
子
高
齢
化
や
人

口
減
の
問
題
が
深
刻
に
語
ら
れ
る

今
ほ
ど
ケ
ネ
デ
ィ
の
言
葉
の
重
み

を
感
じ
る
時
は
な
い
。
▼
実
り
の

秋
は
、
雲
南
市
内
で
も
各
地
で
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て

い
る
。
財
政
難
か
ら
運
営
の
台
所

事
情
は
苦
し
い
こ
と
と
予
想
さ
れ
、

活
動
を
支
え
る
若
者
の
絶
対
数
に

不
足
感
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

知
恵
を
出
し
合
い
、
人
の
輪
を
広

げ
、
運
営
す
る
側
も
楽
し
み
つ
つ

活
気
づ
く
イ
ベ
ン
ト
が
増
え
て
き

た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
▼
イ
ベ
ン

ト
だ
け
で
は
な
い
。
唯
一
の
商
店

が
今
春
消
え
た
掛
合
町
波
多
地
区

で
は
、
こ
の
秋
に
住
民
み
ず
か
ら

が
新
た
に
店
舗
を
開
設
し
て
地
域

を
元
気
づ
け
た
▼
単
な
る
無
い
も

の
ね
だ
り
で
は
何
も
か
に
も
が
沈

滞
す
る
だ
け
だ
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

シ
チ
ズ
ン
に
学
ぶ
姿
勢
は
、
学
校

生
活
に
も
求
め
ら
れ
る
。
三
高
総

合
学
科
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、

地
域
で
生
き
生
き
と
輝
く
カ
ッ
コ

イ
イ
人
に
刺
激
を
受
け
な
が
ら
、

勉
学
に
も
課
外
活
動
に
も
、
よ
り

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
活
動
を
求
め
て
い

る
。

（
編
集
長
記
）
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国
体
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
少

年
男
子
の
島
根
選
抜
は
１
回
戦

で
長
野
選
抜
と
対
戦
し
、
本
校

の
和
田
翔

さ
ん
（
３

年
）
が
先

発
出
場
。
第
２
Ｑ
ま
で
は
上
背

の
あ
る
長
野
に
対
し
て
37
対
39

と
互
角
の
勝
負
が
続
い
た
が
、

後
半
は
オ
ー
ル
コ
ー
ト
マ
ン
ツ
ー

マ
ン
を
取
る
長
野
に
攻
撃
を
封

じ
ら
れ
て
徐
々
に
点
差
を
広
げ

ら
れ
、
最
後

は
70
対
88
で

初
戦
突
破
は

な
ら
な
か
っ
た
。
（
高
さ
を
生

か
し
た
長
野
選
抜
は
、
今
大
会

ベ
ス
ト
エ
イ
ト
の
強
豪
）

全国高等学校総合文化
滋賀大会へ出場決定

書

道

第
47
回
島
根
県
高
校
書
道
展

(

10
／
23
～
26
、
県
立
美
術
館)

バスケットボール

和
田
さ
ん
先
発
出
場

如己愛人

つながろう三高
つながろう雲南

奨励賞に神田さんの「深」
↑三刀屋高校書道部出品の力作5点

（写真中央）

（
「

２
０
１
５
滋
賀
び
わ
こ
総
文

」
出
品
推
薦
作
品

）

臨雁塔聖教序

標
記
書
道
展
に
は
県
内
23
校
か

ら
１
８
６
点
、
本
校
か
ら
は
５
点

が
出
品
さ
れ
、
一
、
二
年
生
の
作

品
か
ら
選
出
さ
れ
る
次
年
度
全
国

高
等
学
校
総
合
文
化
祭
出
品
推
薦

作
３
点
の
内
に
、
本
校
の
妹
尾
有

真
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
た
。
書

道
部
と
し
て
は
３
年
ぶ
り
の
快
挙
。

妹
尾
さ
ん
の
作
品
は
、
中
国
唐

代
に
褚
遂
良
（
ち
ょ
す
い
り
ょ
う
）

が
著
し
た
「
雁
塔
聖
教
序
（
が
ん

と
う
し
ょ
う
ぎ
ょ
う
じ
ょ
）
」
の

一
節
を
縦
２
４
０
㎝
、
横
60
㎝
の

紙
に
あ
ら
わ
し
た
大
作
。

こ
の
ほ
か
の
受
賞
結
果
は
次
の

通
り
。

奨
励
賞

神
田
亜
林
（
２
年
）

入
選

廣
澤
真
奈
（
２
年
）

入
選

西
村
美
夏
（
１
年
）

入
選

黒
目
麻
友
（
１
年
）

▼
10
月
８
日
（
３
年
△
組
）

放
課
後
、
大
講

義
室
で
勉
強
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の

で
す
が
、
皆
が
と

て
も
静
か
に
勉
強

し
て
い
る
の
で
、
カ
バ
ン
の
チ
ャ
ッ

ク
を
開
け
た
り
ド
ア
を
閉
め
た
り

す
る
の
が
申
し
訳
な
く
思
い
ま
す
。

大
講
義
室
は
家
と
は
違
い
、
と
て

も
集
中
で
き
る
の
で
頑
張
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

（
今
日
は
月
食
が
お
こ
る
）

三高日誌

10月

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
２
０
１
５
春
の
全
国
選
抜
へ
（
４
面
参
照
）

10
／
18

大学入試センター試験
まであと２か月

合
格
祈
願

遅くまで明かりが
消えない３年生の教室

三刀屋高校発 2015夏の全国2014秋の全国

「
開
眼
賞
」
も
受
賞

ま
た
、
妹
尾
さ
ん
は
島
根
県
書

道
教
育
連
盟
書
道
誌
『
開
眼
』
の

夏
季
誌
上
展
で
、
漢
字
科
高
校
一

年
生
最
高
の
開
眼
賞
を
受
賞
し
て

準
九
段
と
な
り
、
二
重
の
喜
び
と

な
っ
た
。

【
妹
尾
さ
ん
喜
び
の
声
】

思
い
も
か
け
な
い
開
眼
賞
に
、

最
初
び
っ
く
り
し
ま
し
た
が
、
だ

ん
だ
ん
と
嬉
し
さ
が
込
み
上
げ
て

き
ま
し
た
。
家
族
も
一
様
に
驚
き
、

そ
し
て
喜
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

夢を語ろう

三高で！

君の夢を叶える

島 根 全 県 区 の

三刀屋高校です



出
発
当
日

の
10
月
13
日

（
月
）
は
大

型
台
風
19
号

の
接
近
で
搭

乗
予
定
の
飛

行
機
運
休
が

懸
念
さ
れ
た
。

出
発
時
刻
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
に
は

出
雲
市
で
の
大
学
駅
伝
の
中
止

が
決
定
さ
れ
た
ほ
ど
だ
っ
た
が
、

祈
り
が
通
じ
て
無
事
に
離
陸
。

次
の
便
か
ら
は
運
休
し
て
お
り
、

ギ
リ
ギ
リ
の
フ
ラ
イ
ト
だ
っ
た
。

ま
た
、
東
京
で
は
深
夜
に
台
風

が
通
過
し
、
翌
朝
は
快
晴
の
下

で
予
定
通
り
の
研
修
と
な
っ
た
。

祈
り
通
じ
た
出
発

３日目：班別自主研修の訪問先（一部）

アポ取り(研修受け入れ交渉)も生徒が行っています
班 午前の研修先 午後の研修先
3 東京家政大学 丸の内 タニタ食堂

4 日本銀行 東京証券取引所

5 小学館アカデミー南青山保育園 青山学院女子短期大学

6 厚生労働省 日本社会事業大学

9 アシックスストア デサント

11 ミズノ 日本体育大学

12 日本学生支援機構 東京外国語大学

13 ｺｶｺｰﾗｲｰｽﾄｼﾞｬﾊﾟﾝﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ 森永乳業

14 ベネッセコーポレーション おもちゃ美術館

15 服部栄養専門学校 お菓子ランド

16 山野美容専門学校 PIZZICATO

17 日本ユニセフ協会 キャップスクリニック代官山T-SITE

18 東京都環境局 日本科学未来館

19 警視庁 荒川区防災センター

20 読売エージェンシー にほんばし島根館

23 法務省 東京地方裁判所

26 品川区教育委員会 文部科学省

27 日本看護協会 東京大学大学院医学研究科

30 環境省 東京農業大学

32 初台リハビリテーション病院 美竹の丘しぶや特別養護老人ホーム

34 東京警察病院 日本赤十字社医療センター

35 星薬科大学 Daiichi Sankyo くすりミュージアム

三刀屋高校総合学科２年次は 進路目標に沿った課題研究を深めます

２
日
目

進路志望別研修→ 午前の研修先 午後の研修先

文系4年制大学 東京大学 国会

文系短大（保育・栄養） 東京学芸大学 Jプレゼンスアカデミー

就職・専門学校 ＮＨＫスタジオパーク ＪＩＣＡ地球ひろば

医療系 聖路加国際大学 国際労働機関（ＩＬＯ）

工・情報学系 東京工業大学 ANA機体整備工場

東
京
研
修(

３
泊
４
日)

に
行
っ
て
き
ま
し
た

２
年「地域創生」という言葉を安部首相が

掲げ、これから地域の活性化や若者の活
躍する場を設けることなどに力が注がれ

ていくことになるようです。「地域課題」
に目を向けて、それを解決していくため

にどうすればよいか考えることは、本校
の「産業社会と人間」や２年次以降の

「課題研究」でも取り入れています。

「地域課題」について考えるとき、地域
だけに目を向けて解決の糸口が見つかる

でしょうか。「地域課題」を考えること
は、日本や世界の課題を考えることに通

じている、という視点も忘れてはなりま

せん。「ローカル」な視点と「グローバ
ル」な視点は、どこかでつながっていま

す。そのような両極端と思われる視点か
ら、物事をとらえたり、課題テーマにつ

いて考えていくなど、多面的に物事をと
らえることが、高校を卒業してからも必

ず役に立ちます。実習や自主研修では多

くの体験をしたり、様々な方々の話を聴
くことになると思います。様々な視点か

ら物事を見ることの大切さを実感しても
らいたいと思います。

（キャリア教育担当：門脇記）

YOUは何しに東京へ？
（東京研修の意義）

宿
泊

ホテル フロラシオン青山（港区）

１
日
目

国立博物館視察

イブニングセミナー（写真右）

講師：古林秀之氏
東日本旅客鉄道株式会社（JR東日本）

（三刀屋高校４６期卒業生）

10
／
13

↑最終日の４日目は、最高のホスピタリティ(おも

てなしの心)をモットーに躍進する東京ディズニー
ランドを視察、というよりは満喫しました。

全
国
の
総
合
学
科
が
驚
い
た
三
高
の
自
主
研
修

学問系統 小系統 1学期に設定したグループ別の課題研究のテーマ例

幼児教育 東京と雲南の保育園の課題とその改善策

理学・農学 雲南の林業の現状を調べる

医療・保健 リハビリ 安心して老後生活が送れる環境を作るには

専門学校 調理製菓 地域で実現できる食の可能性

看護 島根県の医療人材について

社会科学 マスコミ 面白い情報提示の仕方

医療・保健 薬学 薬の飲み合わせ

社会科学 法学 裁判員制度を身近にする為にはどうすれば良いか

人文科学 文学 雲南市の中高生の本離れについて

※上の課題研究テーマに基づいて、研修３日目の訪

問先を２か所ずつ、生徒自身で考えました。

東京国立博物館を視察 東大生から学生生活を聞く

三高生

４
日
間
の
研
修
を
終
え
た
翌
週
か

ら
、
２
年
生
は
今
回
の
東
京
研
修
を

踏
ま
え
て
課
題
研
究
の
中
間
発
表

（
本
日
開
催
）
の
準
備
を
進
め
た
。

10
月
24
日
に
は
雲
南
市
産
業
振
興

部
産
業
推
進
課
と
島
根
大
学
か
ら
計

３
名
の
、
11
月
４
日
に
は
島
根
県
商

工
労
働
部
（
２
名
）
・
雲
南
市
（
２

名
）
・
島
根
大
学
（
３
名
）
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
お
っ
ち
ラ
ボ
（
１
名
）
の
外

部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
お
招
き
し
て
助

言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
各
２
時
間

を
か
け
て
報
告
の
ま
と
め
作
業
に
あ

た
っ
た
。

外
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
迎
え
て

中
間
発
表
の
準
備

2014年（平成26年）11月8日(土) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第89号（２）



三高生に期待する３現主義

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
の
経
験
が
、

将
来
の
夢
を
描
く
き
っ
か
け
に
つ
な
が
っ

た
か
、
地
域
を
見
つ
め
直
し
、
地
域
に

一
層
興
味
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
っ

た
か
が
肝
心
だ
が
、
地
域
振
興
を
考
え

る
際
は
高
校
で
も
大
学
で
も
「
３
現
主

義
」
に
傾
注
し
た
い
。

企
業
経
営
の
理
念
と
し
て
唱
え
ら
れ

る
「
３
現
主
義
」
は
、
地
域
振
興
を
考

え
る
際
に
も
不
可
欠
だ
。
机
上
だ
け
で

地
域
を
考
え
て
も
仕
方
が
な
い
。
実
際

の
「
現
場
」
で
「
現
物
」
を
観
察
し
、

「
現
実
」
を
認
識
し
た
上
で
具
体
的
に

問
題
解
決
を
図
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

県
内
各
地
で
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

役
を
つ
と
め
る
島
根
大
学
教
育
学
部
の

作
野
広
和
教
授
は
、
過
疎
地
の
住
民
の

中
か
ら
も
「
今
の
暮
ら
し
で
何
の
不
自

由
も
な
い
」
と
の
声
も
耳
に
す
る
と
い

う
。
そ
れ
も
現
実
で
あ
り
、
背
伸
び
を

し
す
ぎ
た
無
理
強
い
の
振
興
策
で
は
、

所
詮
は
長
持
ち
し
な
い
だ
ろ
う
。
右
に

紹
介
し
た
「
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
」
は
先

を
越
さ
れ
た
が
、
地
域
を
愛
し
地
域
に

関
心
を
持
て
ば
、
見
え
て
く
る
夢
が
き
っ

と
あ
る
に
違
い
な
い
。

※ 島根県東部の全市町

と接する雲南市。ここ

は現代出雲国の中心 ‼

地域と と もに
シリーズ

第6回
地域産業研究 実習
(事業所ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌ ﾟ)

２
年
生
の
東
京
研
修
と
時
期
を
同
じ
く
し
て
、
１

年
生
は
「
地
域
産
業
研
究
」
実
習
（
事
業
所
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
）
を
10
月
15
日
（
水
）
か
ら
３
日
間
実
施

し
ま
し
た
。
進
路
志
望
に
沿
っ
た
関
連
す
る
事
業
所

に
分
か
れ
て
数
人
ず
つ
が
現
場
で
の
体
験
実
習
を
経

験
し
ま
し
た
。
地
元
雲
南
市
を
中
心
に
奥
出
雲
町
や

出
雲
市
、
松
江
市
を
含
む
全
67
事
業
所
（
学
校
、
福

祉
施
設
等
を
含
む
）
の
ご
協
力
を
得
て
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
時
期
は
、
小
学
生
の
企
業
見
学
や
中
学
生

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
多
く
、
地
域
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
が
あ
っ
て
実
現
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

三
刀
屋
高
校
総
合
学
科
で
の
キ
ャ

リ
ア
教
育
は
10
年
間
の
試
行
錯
誤

を
重
ね
つ
つ
、
実
際
に
生
活
す
る

地
域
・
現
場
と
の
関
係
を
生
徒
に

意
識
さ
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
・

展
開
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
は
目
指
す
生
徒
像

と
し
て
「
社
会
に
役
立
と
う
と
す

る
意
欲
を
持
つ
生
徒
」
を
加
え
、

地
域
貢
献
に
一
層
意
欲
的
な
生
徒

の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

▼
タ
ダ
の
葉
っ
ぱ
が
町
を
変
え
た

マ
ス
コ
ミ
で
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら

れ
て
有
名
と
な
っ
た
徳
島
県
の
上
勝
町
。

高
齢
化
率
は
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
約
50
％
だ
が
、
独
特
の
ビ
ジ
ネ
ス
で

年
収
一
千
万
円
を
超
え
る
農
家
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
も
お
り
、
現
在
で
は
80
代
や

90
代
の
お
年
寄
り
が
パ
ソ
コ
ン
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
駆
使
す
る
町
と
し
て
も
有
名

に
な
っ
た
。

田
舎
の
集
落
を
潤
し
た
の
が
「
葉
っ

ぱ
（
つ
ま
も
の
）
ビ
ジ
ネ
ス
」
で
あ
る
。

付
近
の
山
で
「
無
料
（
タ
ダ
）
」
で
手

に
入
る
「
軽
い
」
葉
っ
ぱ
を
全
国
の
高

級
料
亭
に
卸
し
、
日
本
料
理
を
美
し
く

彩
る
季
節
の
葉
や
花
を
日
々
の
市
場
を

に
ら
み
な
が
ら
出
荷
し
て
全
国
一
の
シ
ェ

ア
を
保
持
し
て
い
る
。
地
域
を
あ
げ
て

こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
ん
だ
最
初
が

上
勝
町
だ
っ
た
。
今
後
の
地
域
の
活
性

化
に
は
、
こ
う
し
た
先
進
事
例
を
生
ん

だ
き
っ
か
け
や
背
景
を
学
ぶ
こ
と
も
無

駄
で
は
な
い
は
ず
だ
。
ど
こ
に
で
も
あ

る
あ
り
ふ
れ
た
モ
ノ
の
中
に
、
地
域
の

将
来
を
託
す
お
宝
が
眠
っ
て
い
る
か
も
。

そ
ん
な
柔
軟
な
発
想
を
、
地
域
は
若
い

世
代
に
も
期
待
し
て
い
る
。

※田舎はあれも無いこれも無
いと言わないで‼何でもないア

レがお宝の山かもしれない ‼

地
域
で
つ
な
ぐ
キ
ャ
リ
ア
教
育
モ
デ
ル
事
業
実
践
校

（
平
成
25
～
27
年
度
、
県
教
委
指
定
）

『
進
路
だ
よ
り
』
９
・
10
月
号
（
10
月
24

日
付
け
）
を
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

全
67
事
業
所
に
分
か
れ
て
３
日
間
の
体
験
実
習

三刀屋高校総合学科１年次は 週2時間の授業「産業社会と人間」を通して自己を知り、将来を考えます

本
日

■1年生 産業社会と人間「授業『大学』」14:05～15:45

内容…島根大学の学生30名による「理想の自分探し」講座

■2年生 課題研究 中間発表 14:05～15:45

内容…班別に設定したテーマについて研究した成果の

中間発表（ポスターセッション）

１
年

【
学
級
日
誌
（
10
／
22
）
よ
り
】

産
社
（
一
年
生
の
授
業
「
産
業

社
会
と
人
間
」
の
こ
と
）
で
は
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
の
発
表
が
あ

る
の
で
、
そ
れ
に
向
け
て
レ
ポ
ー

ト
を
完
成
さ
せ
て
お
き
た
い
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
い
ろ
ん
な

こ
と
を
学
べ
て
良
か
っ
た
で
す
。

※
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
振
り

返
る
各
ク
ラ
ス
で
の
発
表
会
を

経
て
、
12
月
に
は
ク
ラ
ス
代
表

が
学
年
全
体
会
で
発
表
し
ま
す
。

（３）第89号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2014年（平成26年）11月8日(土)



野

球

出
雲
地
区
１
年
生
大
会

▽
１
回
戦
（
10
／
18
）

三
刀
屋
⑬
‐
２
出
雲
工
業

（
５
回
コ
ー
ル
ド
）

▽
準
決
勝
（
10
／
25
）

三
刀
屋
⑫
‐
６
出
雲
西

▽
決
勝

三
刀
屋
０
‐
➂
大
社

※
準
優
勝

（
10
／
24
～
26
、
石
見
海
浜
公
園
）

【
男
子
】

▽
団
体
１
回
戦

初
回
の
失
点
惜
し
い
準
優
勝

野
球
の
出
雲
地
区
１
年
生
大
会

が
先
月
開
催
さ
れ
、
三
刀
屋
が
準

優
勝
を
飾
っ
た
。

出
雲
工
業
、
出
雲
西
と
の
対
戦

で
は
投
打
が
か
み
合
っ
て
常
に
三

刀
屋
が
先
行
し
、
と
も
に
大
差
を

つ
け
て
勝
ち
上
が
っ
た
。

決
勝
戦
で
は
初
回
に
大
社
に
３

点
を
献
上
し
た
も
の
の
、
そ
の
後

柔

道

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

最
終
回
逆
転
で
優
勝

女子
【
女
子
】

▽
準
々
決
勝

三
刀
屋
⑨
‐
０
松
江
商
業

（
５
回
コ
ー
ル
ド
）

▽
準
決
勝

三
刀
屋
⑯
‐
１
大
社

（
５
回
コ
ー
ル
ド
）

▽
決
勝

三
刀
屋

０
０
０
０
０
０
４

４

大

東

１
０
０
０
０
０
０

１

新
チ
ー
ム
は
９
月
の
県
高
校
選

手
権
以
来
す
べ
て
の
試
合
で
５
回

コ
ー
ル
ド
勝
ち
を
続
け
て
い
た
が
、

今
大
会
決
勝
の
対
大
東
高
戦
で
は

初
回
に
許
し
た
１
点
が
重
く
の
し

か
か
る
展
開
に
。
そ
れ
で
も
最
終

回
は
ヒ
ッ
ト
に
相
手
エ
ラ
ー
が
絡

ん
だ
４
得
点
で
逃
げ
切
り
、
見
事

６
年
連
続
の
優
勝
を
手
に
し
た
。

三
嶋
監
督
は
試
合
後
、
「
辛
く

も
逆
転
で
き
た
。
一
つ
の
チ
ャ
ン

ス
を
も
の
に
す
る
力
を
き
ち
ん
と

つ
け
て
、
さ
ら
に
上
を
目
指
し
た

い
。
」
と
語
っ
た
。

女
子
は
11
月
４
日
か
ら
岡
山
県

で
開
催
さ
れ
る
中
国
新
人
大
会
に

出
場
す
る
と
と
も
に
、
来
年
３
月

に
山
口
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
選

抜
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

【
男
子
】

▽
決
勝

三
刀
屋

０
０
２
０
２
０
０

４

安

来

０
０
２
０
０
６×

８

助
っ
人
選
手
１
名
を
借
り
て
出

場
し
た
三
高
が
先
行
す
る
展
開
だ
っ

県
高
校
新
人
戦

三
刀
屋
②
‐
１
益
田
翔
陽

▽
団
体
２
回
戦

三
刀
屋
１
‐
②
松
江
北

▽
個
人

梅
木
大
喜
（
２
年
）
・

小
池
祐
介
（
２
年
）
ペ
ア

※
４
回
戦
進
出
（
ベ
ス
ト
32
） 来

春
の
全
国
選
抜
大
会
出
場
へ

県
高
校
新
人
戦

（
10
／
25
～
26
、
江
津
高
校
）

12
月
の
県
高
校
イ
ン
ド
ア
選

手
権
へ
の
出
場
権
を
獲
得

【
女
子
】

▽
団
体
１
回
戦

三
刀
屋
１
‐
②
隠
岐

▽
個
人

上
位
進
出
な
ら
ず

は
両
校
と
も
に
決
定
打
を
欠
い
て

ゼ
ロ
行
進
。
そ
の
ま
ま
試
合
終
了

と
な
っ
て
準
優
勝
に
終
わ
っ
た
。

夏
以
降
の
出
雲
地
区
大
会
、
県
大

会
で
も
最
後
は
僅
差
の
勝
負
が
続

い
た
。
着
実
に
力
を
備
え
て
お
り
、

来
春
が
待
ち
遠
し
い
。

（
10
／
24
～
25
、
石
見
武
道
館
）

県
高
校
新
人
戦

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
男
子
は
サ
ッ

カ
ー
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
女

子
は
卓
球
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

に
ク
ラ
ス
対
抗
で
熱
戦
を
繰
り
広

げ
た
。
各
学
年
を
制
し
た
ク
ラ
ス

が
、
最
後
は
学
年
の
壁
を
越
え
て

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
戦
い
、
上

級
生
に
遠
慮
し
つ
つ
？
、
卓
球
を

制
し
た
飯
塚
菜
々
美
さ
ん
の
よ
う

に
、
１
年
生
の
健
闘
が
光
っ
た

（
上
級
生
の
思
い
や
り
か
？
）
。

大
会
結
果
を
参
考
に
、
１
、
２

年
生
の
上
位
進
出
ク
ラ
ス
・
選
手

が
11
月
５
日
に
本
校
と
ア
ス
パ
ル

を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
雲
南
地
区

現
在
の
部
員
（
男
子
）
は
、
団

体
戦
に
出
場
で
き
る
ギ
リ
ギ
リ
の

３
名
と
あ
っ
て
普
段
の
練
習
も
厳

し
い
状
況
に
あ
る
。
今
大
会
で
は

ク
ジ
運
も
悪
く
予
選
リ
ー
グ
突
破

は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
ま
ず
は
個

人
戦
で
の
上
位
進
出
を
め
ざ
し
て

頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。

【
男
子
】

▽
団
体
戦
予
選
リ
ー
グ

三
刀
屋
０
‐
⑤
平
田

三
刀
屋
１
‐
③
益
田
翔
陽

▽
個
人
戦

上
位
進
出
な
ら
ず

熱
戦
の
球
技
大
会

１
年
生
の
健
闘
光
る

高
体
連
体
育
大
会
に
出
場
す
る
。

10/ 28

２
学
期
前

半
の
体
育
の

授
業
で
は
、

学
校
を
出
発

し
て
桜
並
木

が
続
く
三
刀
屋
川
両
岸
の
河
川

敷
公
園
を
回
っ
て
帰
る
約
3.2
㎞

の
ロ
ー
ド
走
を
行
っ
て
い
る

（
６
回
）
。
以
下
は
今
年
の
最

高
記
録
男
女
ベ
ス
ト
５
。

【
女
子
】

１
位

遠
藤

梨
乃
（
２
年
）

※
12
分
58
秒

２
位

陶
山
日
奈
子
（
２
年
）

３
位

周
藤
奈
乃
璃
（
１
年
）

４
位

細
貝
み
ど
り
（
２
年
）

５
位

渡
部
ほ
の
か
（
２
年
）

【
男
子
】

１
位

藤
原
夏
望
（
３
年
）

※
10
分
59
秒

２
位

飯
塚
悠
斗
（
２
年
）

３
位

児
玉
竜
哉
（
３
年
）

４
位

石
田

豪
（
３
年
）

５
位

小
池
理
久
（
２
年
）

↑
平
成
の
牛
若
。
こ
の
あ
と
ゴ
ー
ル

が
決
ま
っ
た
か
否
か
は
不
明
。

三
高
ロ
ー
ド
走

撮影：恩田校長

６連覇

た
が
、
６
回
に
四
死
球
が
絡
ん
で

大
量
６
点
を
献
上
し
、
県
選
手
権

の
雪
辱
は
な
ら
な
か
っ
た
。

2014年（平成26年）11月8日(土) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第89号（４）

今号の結果記事は10月31日分までです

10月本校



出
雲
地
区
10
校
の
美
術
部
員
１

１
１
名
が
参
加
し
た
標
記
コ
ン
ク
ー

ル
が
10
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
た
当
日
は
、
出

雲
大
社
境
内
を
中
心
に
各
自
が
思

い
思
い
の
場
所
に
キ
ャ
ン
バ
ス
を

構
え
、
10
時
過
ぎ
か
ら
昼
食
を
は

さ
ん
で
実
質
４
時
間
ほ
ど
で
風
景

画
を
仕
上
げ
た
。

保
育
実
習

10
月
23
日
、
24
日
の
放
課
後
、

幼
児
教
育
を
志
望
し
て
選
択
授
業

写

真

高
文
連
秋
季
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

標
記
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
県
内
30

校
３
１
１
名
の
写
真
部
員
か
ら
１

６
０
０
点
を
超
え
る
応
募
が
あ
り
、

本
校
か
ら
は
以
下
の
皆
さ
ん
が
入

賞
を
果
た
し
た
。

年
末
に
は
、
春
と
秋
の
両
コ
ン

ク
ー
ル
で
特
選
と
な
っ
た
作
品
の

中
か
ら
出
品
す
る
県
高
校
写
真
展

が
開
催
さ
れ
、
次
年
度
全
国
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
へ
の
出
品
作
品

が
決
定
さ
れ
る
。

▼
特
選

富
田
佳
菜
子
（
２
年
）

「
小
さ
な
背
中
と

大
き
な
希
望
」

（
10
／
17
、
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲

）

藤
原
蘭
琳
（
２
年
）

「
氷
」

加
本
奈
央
（
１
年
）

「
ひ
っ
そ
り
と
」

▼
入
選

荒
金
恵
美
（
２
年
）

リッチモンド
サマースクール

雲
南
市
青
少
年
海
外
派
遣
等
交
流
事
業

雲
南
市
青
少
年
海
外
派
遣
等
交

流
事
業
実
行
委
員
会
が
主
催
す
る

今
年
度
の
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
・
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
に
は
本
校
か
ら
も
３
年

生
２
名
が
参
加
。
８
月
10
日
か
ら

13
日
間
、
米
国
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州

リ
ッ
チ
モ
ン
ド
市
で
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
含
め
た
交
流
・
研
修
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

前
号
で
そ
の
様
子
を
お
伝
え
す

る
は
ず
で
し
た
が
、
紙
面
の
都
合

で
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
地
で
の
動
向
は
雲
南
市
報
10
月

号
に
詳
述
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
今
回
は
参

今
年
で
13
回
目
を
迎
え
る
高
文

連
日
本
音
楽
部
門
の
島
根
県
コ
ン

ク
ー
ル
に
は
５
校
が
参
加
し
た
。

三
刀
屋
高
校
か
ら
参
加
し
た
１

年
生
部
員
５
名
は
高
校
入
学
時
は

加
生
徒
の
感
想
を
、
市
報
か
ら
以

下
に
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
室
下
月
美
さ
ん

今
回
学
ん
だ
こ
と
は
、
自
分
か

ら
積
極
的
に
行
動
す
る
こ
と
の
大

切
さ
で
し
た
。
何
も
し
な
い
と
状

況
は
変
わ
ら
な
い
の
で
、
多
少
の

失
敗
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ

の
経
験
を
機
に
何
事
に
も
前
向
き

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

▼
周
藤
瑠
奈
さ
ん

毎
日
が
充
実
し
て
と
て
も
楽
し

く
、
何
よ
り
一
生
に
残
る
思
い
出

が
で
き
ま
し
た
。
文
化
や
生
活
の

違
い
、
お
互
い
の
国
の
良
さ
を
自

分
自
身
で
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

て
良
か
っ
た
で
す
。
こ
の
貴
重
な

体
験
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
、

こ
れ
か
ら
の
糧
に
し
て
い
き
ま
す
。

美

術

筝

曲

県
高
文
連
日
本
音
楽
部
門
コ
ン
ク
ー
ル

（
10
／
31
、
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲

）

本
校
か
ら
は
11
点
が
入
選
を
果

た
し
、
最
後
は
美
術
の
先
生
方
か

ら
講
評
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

参
加
生
徒
が
互
い
の
作
品
を
鑑
賞
・

批
評
し
あ
い
、
有
意
義
な
１
日
を

終
え
た
。

現
在
は
、
来
月
に
迫
っ
た
島
根

県
高
校
美
術
展
に
出
品
す
る
作
品

制
作
に
と
り
か
か
っ
て
い
る
。

高
文
連
出
雲
地
区
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

つ
オ
リ
エ
ン
タ
ル
な
雰
囲
気
に
躍

動
感
が
加
わ
っ
た
旋
律
を
見
事
に

演
奏
し
き
っ
た
。
他
校
の
先
生
か

出雲地区10校から

111名が参加

出雲大社拝殿近くで絵筆をとる
本校美術部員。

【景山大輝（2年）さんの作品】全体講

評の中で、審査の先生から特別に講評
をいただいた作品。出雲大社東側の出
雲教（国造北島家）に通じる路地の静
けさが伝わる。青を基調として構成さ
れた作品は、景山さんのフィルターを
通した世界観がよく表現されている。

10/24

全
員
が
初
心
者
だ
っ
た
が
、
わ
ず

か
半
年
の
練
習
で
コ
ン
ク
ー
ル
出

場
を
果
た
し
た
。
演
奏
曲
は
坂
本

勉
作
曲
の
独
奏
曲
「
さ
す
ら
い
」

を
箏
二
面
と
十
七
絃
の
三
重
奏
曲

に
編
曲
し
た
も
の
で
、
原
曲
の
持

毛
利
奈
緒
（
２
年
）

本
田
理
奈
（
２
年
）

藤
原
蘭
琳
（
２
年
）
２
点

廣
戸
愛
栄
（
１
年
）

小
池
な
な
み
（
１
年
）
３
点

板
持
乃
野
可
（
１
年
）

特選 富田佳菜子（２年）
「小さな背中と大きな希望」

（デジタルカラー写真）

（５）第89号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2014年（平成26年）11月8日(土)

８
月

ら
も
「
１
年
生
だ
け
だ
っ
て
？
う

ま
い
ヨ
。
」
と
の
声
が
あ
が
っ
た
。

入
賞
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
部
員

も
そ
れ
な
り
に
手
応
え
を
つ
か
ん

だ
コ
ン
ク
ー
ル
と
な
っ
た
に
違
い

な
い
。

静
か
な
調
べ
を
奏
で
る
筝
曲
だ

が
、
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
松
江
南

高
校
は
最
多
の
９
名
で
出
演
し
、

演
奏
に
も
迫
力
を
感
じ
た
。
本
校

も
来
年
ま
で
に
一
人
で
も
多
く
の

部
員
を
確
保
し
、
大
き
な
華
を
咲

か
せ
て
欲
し
い
。

「
発
達
と
保
育
」
を
履
修
す
る
３

年
生
を
中
心
に
、
５
名
が
高
校
近

く
の
三
刀
屋
保
育
所
を
訪
問
し
て

園
児
と
交
流
し
た
。

島根県高等学校文化連盟

第13回日本音楽部門コンクール

演奏曲：「さすらいの主題による三重奏曲」

Ｈ
Ｐ
情
報
に
よ
る
と
、
加
茂
中
学
校

で
琴
４
面
を
ご
購
入
さ
れ
た
と
の
こ
と
。

地
域
で
少
し
で
も
筝
曲
に
親
し
む
機
会

が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。



筝
曲
部
と
吹
奏
楽
部
は
10
月

26
日
（
日
）
、
三
刀
屋
文
化
体

育
館
ア
ス
パ
ル
で
開
催
さ
れ
た

イ
ベ
ン
ト
「
み
と
や
っ
こ
ま
つ

り
」
で
ス
テ
ー
ジ
出
演
し
た
。

一
年
生
部
員
５
名
で
の
ぞ
ん

だ
筝
曲
部
は
、
翌
週
の
コ
ン
ク
ー

ル
で
演
奏
す
る
10

分
余
り
の

「
さ
す
ら
い
の
主
題
に
よ
る
三

重
奏
曲
」
（
坂
本
勉
作
曲
、
江

戸
信
吾
編
曲
）
を
披
露
。
高
校

入
学
後
に
始
め
た
わ
ず
か
半
年

の
練
習
と
は
思
え
な
い
凛
と
し

た
演
奏
に
、
会
場
か
ら
大
き
な

拍
手
が
お
く
ら
れ
た
。

ま
た
、
同
日
の
お
昼
前
に
吉

田
町
で
の
「
な
な
か
ま
ど
フ
ェ

ス
タ
」
に
出
演
し
た
吹
奏
楽
部

「
第
10
回
な
な
か
ま
ど

フ
ェ
ス
タ
」
に
も
出
演

吹
奏
楽

↑三刀屋小学校の児童と一緒に妖怪体操を披露。
・・

高校生はやや疲労ぎみ？
・・ 筝

曲

は
、
続
い
て
ア
ス
パ
ル
の
ス
テ
ー

ジ
に
も
立
つ
と
い
う
強
行
日
程

だ
っ
た
が
、
趣
向
を
凝
ら
し
た

演
奏
で
観
客
を
魅
了
し
、
お
馴

染
み
の
三
高
ヒ
ッ
ト
パ
レ
ー
ド

で
会
場
を
沸
か
せ
、
ス
テ
ー
ジ

発
表
の
大
ト
リ
を
飾
っ
た
。

１
年
生
部
員
の
み

ステージ後方のフロアでは各種文化作品の展示。
三高生の作品も目にしました。

わずか半年の練習とは思えない凛とした演奏

吉
田
町
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

この日は市内各地で秋のイベントが開催
されていました。日が重ならなければ他地
区でも演奏できるかもしれませんネ。

2014年（平成26年）11月8日(土) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第89号（６）

一足早いハロウィンの仮装？司会進行↑ありがとうございました

10月26日(日) 三刀屋文化体育館アスパル

引っ張りダコです‼ 吹奏楽部は

今月16日、中野地区文化祭にも出演！

三刀屋太鼓キッズも本体に負けない位カッコイイぞ

ス
テ
ー
ジ
の
幕
間

に
は
、
永
井
隆
平
和

賞
に
あ
わ
せ
て
募
集
さ
れ
た
国
際
平
和
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
が
行
わ
れ

た
。
主
催
す
る
三
刀
屋
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
の
依
頼
で
ポ
ス
タ
ー
を
審
査
し
た
の
は

本
校
美
術
部
員
だ
っ
た
（
写
真
下
）
。

美

術

三刀屋中学校吹奏楽部も息の合った演奏を披露。

「ふるさと」の演奏に涙が出そうでした ざいました



た
た
ら
製
鉄
が
終
焉
を
迎
え
た
大

正
末
期
以
降
、
鉄
穴
流
し
に
よ
る
砂

の
流
出
が
激
減
し
て
河
床
が
低
下
し

て
い
る
こ
と
を
本
紙
87
号
で
紹
介
し
た
。

砂
の
流
出
が
激
減
し
た
の
は
鉄
穴
流
し
が

行
わ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因

だ
が
、
先
の
広
島
市
で
の
土
砂
災
害
で
あ

ら
た
め
て
注
目
さ
れ
た
砂
防
堰
堤
（
ダ
ム
）

の
建
設
効
果
も
大
き
い
。

斐
伊
川
上
流
部
に
小
原
ダ
ム
が
完
成
し

た
今
、
斐
伊
川
で
は
一
層
砂
の
流
出
が
抑

え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
後
、
下
流

域
で
ど
の
程
度
の
河
床
低
下
が
予
想
さ
れ

る
の
か
、
本
紙
は
具
体
的
な
予
想
数
値
は

持
た
な
い
が
、
参
考
と
な
る
飯
梨
川
の
事

例
を
次
に
紹
介
す
る
。

斐
伊
川
水
系
の
一
級
河
川
で
安
来
市
を

流
れ
る
飯
梨
川
の
上
流
に
昭
和
43
年
、
多

目
的
ダ
ム
と
し
て
布
部
ダ
ム
が
完
成
し
た
。

飲
料
用
、
農
業
・
工
業
用
の
ほ
か
発
電
も

目
的
と
し
た
多
目
的
ダ
ム
だ
が
、
砂
防
の

役
目
も
備
え
て
い
る
。
上
流
か
ら
流
れ
出

た
土
砂
は
ダ
ム
湖
内
に
貯
め
ら
れ
る
一
方
、

砂
の
補
給
が
減
っ
た
下
流
域
で
は
上
の
写

真
で
紹
介
す
る
よ
う
に
浸
食
に
よ
る
河
床

低
下
が
著
し
く
な
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
は
、
ダ
ム
や
堰
堤
（
い

わ
ゆ
る
砂
防
ダ
ム
）
が
増
加
す
る
の
と
並

行
し
て
、
斐
伊
川
水
系
の
各
河
川
で
も
同

じ
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
土
手
と
土
手
の
間

の
河
道
内
で
は
、
普
段
水
が
流
れ
て
い
る

流
路
（
こ
れ
を
み
お
筋
と
言
う
）
は
浸
食

に
よ
っ
て
深
掘
れ
が
進
み
、
以
前
の
河
床

面
と
の
間
に
落
差
を
う
ん
で
い
る
。
普
段

は
水
が
流
れ
な
い
旧
河
床
面
に
雑
草
や
樹

木
が
生
い
茂
る
光
景
は
、
そ
の
辺
り
の
河

川
で
は
ど
こ
で
も
見
ら
れ
、
そ
れ
は
洪
水

時
の
流
水
能
力
を
阻
害
す
る
要
因
と
な
る
。

ま
た
、
河
床
低
下
は
堤
防
法
尻
の
強
度
不

足
に
つ
な
が
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
、
河
床

の
下
に
埋
ま
っ
て
い
た
橋
脚
の
基
礎
部
分

が
露
出
す
る
心
配
も
で
て
き
た
（
例
え
ば

木
次
町
中
心
部
に
近
い
久
野
川
に
架
か
る

木
次
橋
も
、
架
け
替
え
前
の
昭
和
50
年
代

に
は
す
で
に
基
礎
部
分
が
露
出
し
て
い
た
）
。

さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
造
物
の

劣
化
が
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
、

国
土
交
通
省
は
平
成
25
年
を
「
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
元
年
」
と
位
置
付
け
、
老
朽
化
の
進

む
河
川
管
理
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
を
す

す
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
パ
ト
ロ
ー
ル
も

行
わ
れ
て
い
る
が
、
予
算
的
に
も
人
員
的

に
も
限
界
が
あ
る
。
我
々
市
民
も
、
生
活

圏
内
の
河
川
状
況
を
眺
め
な
が
ら
、
問
題

を
感
じ
た
ら
行
政
当
局
に
知
ら
せ
る
自
助

努
力
も
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

斐

伊

川

物
語
第
５
回

今昔

「

砂
の
堆
積
か
ら
浸
食
へ(

後
編)

」

流
砂
激
減
に
よ
る
河
床
低
下
と
河
川
内
環
境
の
悪
化

島根県企業局東部事務所西側の
飯梨川(河口から約4㎞上流)

45年間で河床が3ｍ近
くも低下

上
の
2
人
が
立
つ
面
は
、
上
流
に
布
部
ダ
ム
が

竣
工
し
た
45
年
前
の
飯
梨
川
の
旧
河
床
面
。
現
在

は
河
床
が
3
ｍ
近
く
下
が
り
、
さ
ら
に
そ
の
下
2

ｍ
の
集
水
埋
管
か
ら
取
る
伏
流
水
の
水
質
へ
の
影

響
も
心
配
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

松江市宍道町の大森
の湯付近の来待川(同
じ場所)。下は水が流
れない高水域に雑草や
樹木が繁茂した状態。

【
砂
防
堰
堤(

ダ
ム)

の
例
】
斐
伊
川
の
支
流

大
馬
木
川
の
景
勝
と
し
て
知
ら
れ
る
奥
出
雲

町
の
「
鬼
の
舌
震
」
で
は
、
下
流
側
に
観
光

遊
覧
船
が
浮
か
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
そ
の

更
に
下
流
に
発
電
取
水
用
を
兼
ね
た
高
尾
堰

堤
（
ダ
ム
）
が
建
設
さ
れ
、
あ
っ
と
言
う
間

に
土
砂
が
堆
積
し
て
河
床
が
上
が
る
と
、
昭

和
50
年
代
に
は
観
光
船
の
姿
も
消
え
た
。
砂

防
堰
堤
（
ダ
ム
）
に
よ
る
土
砂
流
出
防
止
の

効
果
は
大
き
い
が
、
す
で
に
満
砂
状
態
と
な
っ

て
洪
水
の
心
配
が
懸
念
さ
れ
る
堰
堤
も
多
い
。

日 曜 学校行事等 部活等

１ 土
しまね教育の日
3年進研・駿台M模試

剣道

２ 日 3年大学別ｵｰﾌﾟﾝ模試 ＪＲＣ

３ 月 文化の日

４ 火 人権・同和教育LHR(全学年)

５ 水 雲南地区高体連体育大会、SC

６ 木
看護医療ガイダンス
県教委訪問指導 卓球

７ 金 バスケ

８ 土

出校日
地域でつなぐｷｬﾘｱ教育推進
事業「教育フェスタ」
1年授業『大学』
2年課題研究中間発表
3年代ｾﾞﾐｾﾝﾀｰﾌﾟﾚM模試(放)

９ 日
第2回英検2次
3年代ｾﾞﾐｾﾝﾀｰﾌﾟﾚM模試

１０ 月 11/8の代休日 PTAｷｬﾝﾊﾟｽﾂｱｰ

１１ 火 1年ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ(広島大学訪問)

１２ 水 放送

１３ 木 2年進研学テ

１４ 金 1年進研学テ 中高連絡会 自然科学

１５ 土 ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ

１６ 日 女バレー

１７ 月

１８ 火 三刀屋高校説明会(中学3年保護者向け)

１９ 水 6限授業

２０ 木 8限授業 期末試験発表

２１ 金
1年保護者進路ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ
ロード走補充(放) 閉寮

２２ 土 学校開放

２３ 日 勤労感謝の日

２４ 月 振替休日 開寮

２５ 火

２６ 水
月曜日の授業
ロード走補充(放)

２７ 木 期末試験１日目

２８ 金 期末試験２日目

２９ 土 学校開放 県P連合同研修会

３０ 日

１ 月 期末試験３日目

２ 火 期末試験最終日

３ 水

４ 木

５ 金 3年全統ﾌﾞﾚM

６ 土 土曜補習

７ 日

※ 終業式は12月19日(金)

「うんなん幸あり月」
10月12日～11月30日

10月28日、錦織良成監督がEXILEのHIROさんと映画『たたら侍』の制作発表！三高も『たたら侍』を応援します

三高にも幸多からんことを期待します

（７）第89号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2014年（平成26年）11月8日(土)



10
月
４
日(

土)

の
午
後
、
学
校
創
立
90
周
年
を
祝
う
記
念
式
典
を
、
学
校
後
援
会

会
長
／
速
水
雄
一
様
（
雲
南
市
長
）
を
は
じ
め
来
賓
多
数
の
ご
臨
席
を
賜
っ
て
本
校

体
育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
恩
田
校
長
は
式
辞
の
中
で
、
大
正
13
年
に
県
立
三
刀
屋

中
学
校
と
し
て
開
校
以
来
の
90
年
の
歴
史
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
地
域
と
先
輩
諸
氏

か
ら
い
た
だ
い
た
ご
支
援
に
感
謝
し
つ
つ
、
今
後
の
更
な
る
飛
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

錦
織
良
成
氏
の
記
念
講
演
に
続
き
、
夕
刻
か
ら
は
三
刀
屋
の
ア
ス
パ
ル
を
会
場
に
、

卒
業
生
会
（
雲
南
会
）
を
中
心
と
す
る
祝
賀
会
も
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
制
三
刀
屋
高
校
誕
生
後
も
、

し
ば
ら
く
は
戦
前
の
軍
国
調
的
応

援
歌
が
歌
わ
れ
て
い
た
が
、
や
が

て
新
応
援
歌
が
生
徒
・
教
職
員
を

対
象
に
募
集
さ
れ
、
応
募
８
作
品

の
中
か
ら
文
芸
部
員
の
伊
達
耕
司

さ
ん
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
三
戸
耕
司
）

さ
ん
の
「
緑
か
が
よ
う
丘
を
行
き
」

が
採
用
さ
れ
、
そ
の
後
歌
い
継
が

れ
る
「
応
援
歌
七
番
」
（
当
時
の

呼
称
）
と
な
っ
た
。
作
曲
は
講
師

の
堀
江
道
隆
先
生
が
担
当
し
、
以

前
の
応
援
歌
と
比
べ
る
と
明
る
く

軽
快
な
旋
律
と
な
っ
た
。
そ
の
誕

生
は
、
恩
田
現
校
長
の
生
年
と
同

じ
昭
和
32
年
の
こ
と
で
あ
る
。
校

長
が
各
種
集
会
の
際
に
た
び
た
び

応
援
歌
を
熱
唱
披
露
す
る
の
は
、

応
援
歌
の
申
し
子
だ
っ
た
か
ら
か
？

５回 応援歌七番（昭和32年制定）

三高90年物語
さ ん こ う

ありがとうございました

記念講演

平成26年10月4日(土)

本校体育館

○記念式典

13:30～14:20

○記念講演

14:30～16:20

応
援
歌
七
番
（
当
時
の
呼
称
に
よ
る
）

作
詞

伊
達
耕
司

一

緑
か
が
よ
う

丘
を
行
き

あ
あ
雲
南
の

高
台
に

友
愛
匂
う

我
が
母
校

三
高

三
高

三
高

世
紀
を
担
う
も
の

二

赤
胴
の
胸

陽
を
受
け
て

お
お
き
た
え
た
る

そ
の
技
の

精
鋭
集
う

我
が
母
校

三
高

三
高

三
高

世
紀
を
担
う
も
の

三

希
望
の
歌
は
山
を
ぬ
い

開
け
若
人
の

胸
の
声

勝
利
か
が
や
く

我
が
母
校

三
高

三
高

三
高

世
紀
を
担
う
も
の

四

清
冽
遠
き

川
波
に

見
よ

三
刀
屋
城

影
深
く

歴
史
は
映
ゆ
る

我
が
母
校

三
高

三
高

三
高

世
紀
を
担
う
も
の

演
題
「
島
根
は
最
先
端

～

ふ
る
里
を
誇
り
に
映
画
を
撮
る

～

」

講
師

錦
織

良
成

氏

（
映
画
監
督
、
脚
本
家
）

記
念
式
典
に
続
く
講
演
で
は
演

題
の
通
り
、
映
画
監
督
の
錦
織
良

成
氏
に
熱
く
ふ
る
さ
と
島
根
を
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

に
手
掛
け
た
映
画
の
制
作
裏
話
や

準
備
中
の
「
た
た
ら
侍
」
に
か
け

る
思
い
は
、
い
ず
れ
も
ふ
る
里
島

根
、
ふ
る
さ
と
雲
南
に
生
活
す
る

我
々
へ
の
大
き
な
エ
ー
ル
と
も
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
登

場
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
映
像
も
あ
り
、

生
徒
も
ふ
る
さ
と
島
根
を
見
つ
め

直
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

生徒代表あいさつ
2年 上田航平
(後期生徒会長)

【
講
演
の
感
想
】

▼
島
根
は
何
も
な
く
て
つ
ま
ら
な
い
所

だ
と
、
ず
っ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
錦
織
監
督
の
講
演
を
聞
き
、
そ

の
考
え
も
少
し
変
わ
り
ま
し
た
。
島
根

に
は
都
会
に
な
い
も
の
が
あ
り
、
そ
れ

を
誇
る
べ
き
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
フ
ラ

ン
ス
の
街
並
み
は
石
を
持
っ
て
く
れ
ば

作
れ
る
が
、
日
本
の
自
然
は
何
千
、
何

百
年
も
の
時
を
過
ご
さ
な
け
れ
ば
出
来

な
い
も
の
で
あ
り
、
こ
ち
ら
の
方
が
す

ご
い
と
い
う
話
は
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

い
つ
も
僕
は
Ｔ
Ｖ
で
流
さ
れ
て
い
る
も

の
ば
か
り
に
憧
れ
を
抱
き
過
ご
し
て
い

た
の
で
す
が
、
今
日
の
講
演
を
聞
い
て
、

も
っ
と
日
本
の
自
然
を
深
く
考
え
て
い

こ
う
と
思
い
ま
し
た
。
（
３
年
）

▼
「
島
根
は
最
先
端
」
最
初
は
正
直
何

を
言
っ
て
い
る
の
か
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
…

話
を
聞
い
た
り
映
像
を
見
て

い
る
時
に
は
鳥
肌
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
危
う
く
涙
も
流
れ
落
ち
る
所
で

し
た
。
―
最
上
級
に
水
が
き
れ
い
、
食

も
豊
作
・
安
全
、
余
裕
の
あ
る
安
心
な

生
活
、
密
で
濃
い
人
々
、
家
族
の
関
係
、

穏
や
か
で
明
る
い
、
け
れ
ど
も
そ
れ
ぞ

れ
目
標
・
夢
・
目
の
前
の
あ
る
こ
と
に

強
い
情
熱
を
持
つ
人
々
が
こ
こ
に
は
い

る
。
教
科
書
に
載
る
よ
う
な
長
い
歴
史
・

伝
統
も
あ
る
。
今
、
世
界
の
求
め
て
い

る
も
の
は
こ
こ
に
あ
る
。
「
真
の
豊
か

さ
」
に
近
い
も
の
、
今
の
人
類
が
忘
れ

か
け
て
い
る
も
の
が
こ
こ
に
あ
る
。
―

ま
さ
に
最
先
端
だ
と
思
い
ま
し
た
。

（
３
年
）

こ
の
半
年
の
一
連
の
取
材
で
感

じ
た
の
は
、
互
い
が
夢
を
語
り
あ

う
こ
と
の
大
切
さ
。
▼
錦
織
良
成

監
督
も
錦
織
圭
選
手
も
大
き
な
夢

に
向
っ
て
前
に
進
み
、
そ
の
姿
が

我
々
に
も
感
動
を
与
え
て
く
れ
る
。

▼
地
域
づ
く
り
に
も
夢
が
必
要
だ
。

夢
を
持
つ
人
づ
く
り
が
必
要
で
あ

り
、
夢
を
持
つ
人
と
人
を
つ
な
ぐ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
夢

実
現
の
大
き
な
鍵
に
な
る
こ

と
だ
ろ
う
。
▼
県
西
部
の
某

Ｊ
Ａ
組
合
長
は
「
農
業
を
取

り
巻
く
環
境
が
厳
し
い
が
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
今
何
が
求

め
ら
れ
て
い
る
か
？
」
と
マ

ス
コ
ミ
か
ら
問
わ
れ
る
と
、

「
夢
を
語
る
こ
と
だ
。
」
と

即
答
し
た
。
▼
夢
を
描
き
に

く
い
時
代
だ
と
す
れ
ば
、
夢

を
描
く
た
め
の
仕
掛
け
づ
く

り
が
必
要
に
な
る
。
地
域
を

挙
げ
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
取

り
組
む
雲
南
市
と
三
高
総
合

学
科
は
、
夢
を
描
く
た
め
の

き
っ
か
け
作
り
を
支
援
し
て

い
る
。

（
編
集
長
記
）

編
集

後
記

http://三高情報.怒涛のドット.満載「蒼雲」
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